
LGBTQ＋ユースどうしてる？

次へ

メニューに戻る

前へ

LGBTQ+ユースはどのように感じているのでしょうか。

セクシュアリティを認知してから4.2年、誰にも伝えたり相談できなかった。

セクシュアリティについて情報を得たかった（12.5歳）から実際に得られた（18.2歳）まで、5.7年の差。

「LGBTQの子ども・若年調査2022」
一部抜粋

 ※回答数2670人、SNS等インター

     ネットで募集 

調査実施主体：認定NPO法人ReBit

セクシュアリティの認知・開示

セクシュアリティを認知

14.3歳

初カミングアウト

18.5歳4.2年

セクシュアリティに関する情報

情報を得たかった

12.5歳

情報を実際に得た

18.2歳5.7年

自分ってなんだろう

どのようにして

生きていけばいいんだろう

長い期間、誰にも相談できず、1人で悩み、抱え込まなければならない。

セクシュアリティに関する平均年齢
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LGBTQ＋ユースどうしてる？

次へ

メニューに戻る

前へ

「セクシュアリティが、周囲と違うかもしれない」と初めて気づいたとき、どう思いましたか？

セクシュアリティを認知したとき、LGBTQユースの


69.9%が不安を感じ、54.9%が相談をしたい/情報がほしかった
54.9％の方が相談をしたい/情報がほしいと回答
しており、こどもたちがLGBTQ＋に関して正しく
学ぶ機会を保障していく必要があると考えられま
す。

「LGBTQの子ども・若年調査

   2022」一部抜粋　

※回答数2670人、SNS等イン 

   ターネットで募集　調査実施

   主体：認定NPO法人ReBit
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保護者へ相談できるか

「LGBTQの子ども・若年調査2022」一部抜粋　

※回答数2670人、SNS等インターネットで募集　

調査実施主体：認定NPO法人ReBit

教職員へ相談できるか

LGBTQユースの91.6%が、保護者にセクシュアリ
ティに関して安心して話せない、93.6%が、教職
員に安心して話せない状況にあります。

どのこどもたちも安心して暮らしていくために
は、性的マイノリティのこどもたちに意識を向け
ることが必要です。
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LGBTQ＋ユースどうしてる？

次へ

メニューに戻る

前へ

・病気

・トラウマのせい

・気の迷い

・性依存

・人格的に未熟である

・生産性がない

・生理的にきもちわるい

・ワガママ

・性病持ってそう

・家庭・家族が作れない

・孤独死する

・権利主張ウザい…

LGBTQ＋はこうだ…

社会・世間

勝手に烙印を押す

スティグマ

（差別・偏見）

「LGBTQ＋はこうだ」

　という価値観を勝手に決めつける

スティグマにより地域・家庭・支援から排除されていく
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LGBTQ＋ユースどうしてる？

次へ

メニューに戻る

前へ

社会・世間

・病気

・トラウマのせい

・気の迷い

・性依存

・人格的に未熟である

・生産性がない

・生理的にきもちわるい

・ワガママ

・性病にかかる

・家庭・家族が作れない

・孤独死する

・権利主張ウザがられる 

LGBTQ＋である私は

自らに烙印を押す

セルフスティグマ

偏見や嫌悪感が内面化されて当事者を苦しませる

「LGBTQ＋である私はオカシイ」

「LGBTQ＋である自分は蔑まれる」

こんなこと人に

相談できない
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